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Ishiharaは、西南日本内帯の深成岩類を、北部の磁鉄鉱系列と南部のチタン鉄鉱系列に二分した１）

。Czamanskeらは、西南日本のバソリスを構成する白亜紀－古第三紀深成岩類の造岩鉱物の化学分析を行

い、磁鉄鉱系列とチタン鉄鉱系列の深成岩類について詳しく記した２）。Kawakatsu and Yamaguchiは、山陰

帯の石英閃緑岩の角閃石に発達した波状累帯構造を発見し、この微細構造の組成分析をもとに、マグマ分化末

期にサブソリダス環境（酸化的環境）下で、マグマが発泡して生成した熱水残液が激しく循環し、すでに晶出

していた鉱物のイオン置換を引き起こしたことを示した3）。その後の研究によって、角閃石の波状累帯構造は

普遍的に形成されていると考えられるようになり、どのような組成の熱水残液がどの程度循環したのかを示す

指標となることが明らかになっている。一方で、これまで山陽帯の深成岩類から発見されたという報告はある

ものの、いずれも不明瞭で判断が難しいものであった。 

 

筆者らは、兵庫県南西部の1級河川揖保川沿いの地質調査を繰り返し行い、揖保川上流部に分布する白亜紀後

期の花崗閃緑岩を採取して薄片を作成し、偏光顕微鏡で角閃石を詳細に観察した。その結果、山陽帯の花崗岩

類から、初めて明瞭な波状累帯構造を発見することができた。共存する酸化鉱物はチタン鉄鉱であ

り、Ishiharaのいう還元的環境とも整合的である１）。一方で、白亜紀後期に本地域で活動した中性マグマが固

結してできた火山岩のデイサイトの角閃石からは微細構造を発見できなかった。 

 

波状累帯構造が幅広い領域に発達している山陰帯の深成岩類の角閃石に比べて、山陽帯の深成岩類では角閃石

の波状累帯構造の発達の程度は非常に低い。発泡による熱水残液が形成されにくい深所にマグマが貫入して固

結したために、熱水残液の循環が山陰帯に比べて起こりにくい還元的環境にあったと推定される。波状累帯構

造をもつ角閃石の最外縁部には濃緑色リムが形成されており、最終段階では酸化的環境であったと考えられ

る。一方、デイサイトのような火山岩では、固結までの時間が短く、また還元的環境であったために、熱水残

液が形成されたり循環が起こったりする可能性が低かったのではないかと考えられる。 

 

現在、研磨薄片を作成して詳細な鉱物観察を行い、京都大学理学部を訪問して波状累帯構造部分のEPMA分析

を行う予定で研究を進めている。先行研究によると、角閃石のイオン置換は多くの場合組み合わせ置換であ

り、その置換パターンから置換が起こった時の環境を推定することができる４）5)。こうして、すでに明らかに

されている山陽帯との比較を行い、マグマ分化末期の環境を推定するモデルを作成することを目指している。 
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